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RC基準図5 C05

壁式鉄筋コンクリ－ト構造基準図［5］
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2�折り曲がりスラブで途中に梁のある場合
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［注］�斜め補強筋は2-D13以上とする。

［注］�補強筋は2-D13以上とする。
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2�出隅受け部配筋

［注］�屋根スラブの出隅および入り隅部分には、上図により、
����補強筋をスラブ上端筋の下側に配置する。
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B�片持スラブ出隅部

1�出隅部分補強配筋

［注］�1）�補強筋は特記による。特記がなければD10-100@（ダブル）とする。

2）�出隅受け部の配筋は上図による。
配筋の方法は上図による。
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スラブ筋は結束しない

外部側に向ける

［注］�1）�先端の折曲げ長さL0は、階段厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。
2）�階段主筋は、壁の中心線を超えてから縦に曲げおろす。
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